
不動堂 

奥の院の入り口近くの小高くなった石の台座の上にあるこの小さな建物は不動堂である。建物の外

観は簡素であるが、祀られている像は宗教的に非常に重要である。その中で重要なのは、5人の

「知恵の王」の 1人である不動明王（サンスクリット語：アカラ）の像である。不動明王の憤怒の

形相と剥き出しになった牙は、無限の思いやりを持つというその評判とは全く対照的な印象を与え

る。不動明王は日本の密教である天台宗と真言宗の中で深く崇拝されている。彼は、業（カル

マ）の妨害と汚れを焼き払うことで信者を守る強い神であると言われている。典型的に、その姿は、

右手に直刀を握りしめ、左手に縄を持っている。不動明王の重要な役割は仏陀の戦士としてカルマ

を取り除くことである。不動明王はしばしば固い岩の上に座り、炎に包まれた姿で描かれている。 

圓教寺は、寺院の守護神である乙天や若天とのつながりを通じて、不動明王と特に強いつながりが

ある。乙天は不動明王の化身であると考えられており、若天とともに毎年 1月 18日に行われる平

和と五穀豊穣を願う寺院の行事でも有名である。乙天と若天は不動堂に隣接する小さな神社の

護法堂に祀られている。 

不動堂は 1678年に建てられたが、1967年に倒壊した。その 10年後、元の材料の一部を使用

して再建された。 

 


